ヒト肺微小血管内皮細胞における、フリーラジカルスカベンジャーであるエダラボンの、サイトカイン刺激による血管透過性亢進に対する抑制効果：デキサメサゾン及び一酸化窒素合成酵素阻害剤との比較 by Saito, Yukie
氏 名 齋 藤 有 希 惠
授 与 し た 学 位 博 士
専 攻 分 野 の 名 称 医 学
学 位 授 与 番 号 博甲第 5206 号
学 位 授 与 の 日 付 平成２７年 ９月３０日
学 位 授 与 の 要 件 医歯薬学総合研究科病態制御科学専攻
（学位規則第４条第１項該当）
学 位 論 文 題 目 Inhibitory Effects of Edaravone, a Free Radical
Scavenger, on Cytokine-induced Hyperpermeability
of Human Pulmonary Microvascular Endothelial Cells:






論 文 審 査 委 員 教授 西堀正洋 教授 森松博史 教授 木浦勝行
学 位 論 文 内 容 の 要 旨




の透過性に及ぼす影響を調べた。透過性の評価には Boyden Chamber を用いた。また、




また、エダラボン、デキサメサゾンにおいては tight junction を構成する ZO-1 の強化作用が示
唆された。エダラボンはデキサメサゾンと同等の肺血管透過性抑制効果を示し、その機序の
一部は VE-cadherin の増強作用によることが示された。ARDS の治療戦略を強化する上で役立
つ可能性が考えられた。 
